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1 はじめに

宮城県の主力襦品種「こがねもち」 (育成地新潟農試

中条試験地,宮城県での名称は「みやこがねもち」)は餅

の食味や加工適性が優れ1958年 に宮城県等で奨励品種

に採用されて以来,実需者の評価は高い。しかし,い

もち病に弱いこと,長得で倒伏しやすいため,度 々穂

発芽により品質が著しく低下することが問題になって

いる。そこで「こがねもち」並みの食味を有し, しか

も栽培特性に優れた品種の育成を目指したが両特性と

もに優れた系統はなかなか育成されなかつた。

この度, この要望に応えることができる「こがねも

ち」並の食味を有し,耐倒伏性や穂発芽性が優れる「も

ちむすめJを育成したので特性の概要を報告する。

2 育成経過

「もちむすめJは,宮城県古川農業試験場において

晩生の耐冷,耐病,耐倒伏,良食味襦品種を目標とし,

「こがねもち」を母,「東精588」 を父として1993年 4月

に入工交配を行い,1993年 5月 から1994年 4月 までの間

にFl～F3までを温室で世代促進栽培し,同年本田にお

いてF4雑種集団を栽培して個体選抜を行い,以後系統

栽培し,選抜・固定を図つた。1997年 にF,世代で「東

襦807」 の試験番号を付け,生産力検定試験,系統適応

性試験や特性検定試験に供試した結果,有望と認めら

れたので1999年度から「東北精175号」の系統名で関係

各県の奨励品種決定調査に配付を開始した。2003年 度

に宮城県で奨励品種に採用され「もちむすめ」と命名,

登録された (水稲農林精393号 )。

3 特性の概要

出穂期および成熟期は「こがねもち」よりやや遅く,

育成地では “晩生の早"である。稗長は「こがねもち」

より1 0cnl程 度短く “中",穂長は「こがねもち」よりや

や長く “やや短"である。穂数は同程度かやや多い

“中"で草型は偏穂重型である。得の大さは「こがね

もち」並みの “中",得の剛柔は “中"である(表 2)。

一穂籾数は「こがねもち」並みかやや多く,粒着は「こ

がねもち」並みの “密"である(表 3)。 短亡を “稀"

に生じ,ふ先色は “褐",穎色は
'黄

自",脱粒性は “

難"である。

耐倒伏性は「こがねもち」より強く “中",い もち病

真性抵抗性遺伝子型は “+"と推定され,圃場抵抗性

は葉いもち・穂いもちともに「こがねもちJよ りやや

強い “中"である。自葉枯病抵抗性は「こがねもち」

よりやや強い “やや弱",縞葉枯病には “罹病性"であ

る (表 1)。 障害型耐冷性は「こがねもちJよ り強く “強

",穂発芽性は「こがねもち」より難の “やや難"であ

る (表 1)。

玄米の粒形は “中",粒大・千粒重は「こがねもち」

よりやや小さい “やや小"(表 1,3),外観品質は “上

の下"で,光沢・自度とも「こがねもち」並みである。

収量性は「こがねもち」並みからやや劣る。

4 食味特性,加工特性

掲き餅の外観は「こがねもち」にやや優 り,香 り,

味,粘 り,こ し,硬さ,総合ともほぼ同程度である。

さらに甘みがあり柔らかく掲き餅としては極良であ

る (表 4)。 煮餅は「こがねもち」よりも煮くずれが

やや遅く硬めであるが,外観・味・粘 り。こし '総

合ともほぼ同程度であり,雑煮等に適する。餅の硬

化速度は 「こがねもち」よりやや遅いが (表 5),
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切 り餅製造における実用上の問題はない。お こわは

「こがね もち」よ りやや小粒で外観がやや劣るが ,

香 り・味・粘 り・総合とも同程度で軟 らかい食感が

ある (表 4)。 製餅の歩留ま りは 「こがね もち」 とほ

ぼ同じである (表 6)。

5 まとめ

「もちむすめ」は宮城県の晩生襦の奨励品種に採用

され,標高100m以下の地帯に「こがねもち」の一部に

替えて600haの 普及が見込まれている。「こがねもち」並

みの餅食味を有し,耐倒伏性,穂発芽性,耐冷性等の

栽培特性に優れており,県産濡米の収量・品質の安定

に貢献し,産米及び産地の評価が高まることが期待さ

れる。

もちむすめ  こがね もち

″ 2 毬II及 び絆質 (す成地  200211)
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“
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 名 凛長 期歎 当り籾数 第3 "4  第3 "●
(伽 ) (■ )  (II)  節い1 節‖1  節

“

1 赫

“

I

もちむすめ  50 1002  '1  32 3'   0' 171
こがIIaも ち 1'5 853  66  32 36   7' 134
,1)■ ′力検定岡場ほ肥区 ヽ長順 L● 6本  2株  112本測定

摯llll lr・rtは  ■かん控r強度性試験器 '03型 (オ藤製作所)で lll定。

表3 玄米の形  (● 成地 2002年 )

皮さ 幅  
“

さ 贅さ 技さ

(1■ )(m)(1■ )/幅  ×輛

もちむすめ  467 299 214 166 1390
こがねもち 48730828い 8119'
江)4:産 力検定試験 1711a以 1つ 玄米50粒 調査

表4 餅およびお こわの食味 (育 成地 )

III名   外観 香り 味 粘り 硬さ こし 総合 僣考

もちむすめ 02 02 05 06 02 06 07 ■き妍基準出種じ′モチ

もちむすめ ,1 02 03 04 02 - 0' おこわな■11輌 ヒ′た
'

こがねもち 01 03 04 04 01 - 05  02`F産 2mの
'均,1)外 観 看り 哄 おり こし 総合は15(本 lPよ りかなり良い)～ 5(基準よりかな

り不良)硬さは+3(基 準よりかなり硬い)～ 3(■ lPよ りかなり軟らか0つ てiV価

表 5 硬化性試験 (育成地 )

8 14

9 26

80 1

15 9

391

褐

黄自

難

中

やや難

強

8 13

9 24

89 2

15 7

377

175
196

083
0 65

続 名  中
分類b/a

成熟期 (月 日)

稗長 (cnl)

穂長 (cll)

もちむすめ
こがねもち

皿

皿

きの多少・長短

ふ先色

穎色

脱粒性

耐倒伏性

穂発芽性

耐冷性
十

中

中

やや弱

52 6

99

20 5

褐

黄自

難

ヨ弓

易

中

′′′

弱

やや 弱

弱

273
上下

上 中
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保rF後 ,新 lL食 総研方式により山がり度合いをtu定 .(b/aの数値が

小さいはど硬イヒ速度が速い)

表 6 協き所の歩留 まり(育 成地 2002112F 311の '`均 lF)

11薇 名

da Fr* rrx qdfi sl*if ioatr frns
{E fiA rT( H ilt & 4\8a'

(r) (c) (lfiL) {s) ({) (l) (f; :)

もちむすめ 1'3 699  697   9'0  1027  1'   47
こがねもち  150 700  700   9'3  1022  116   41
ヒメノモチ  163 700  091   943  1023  146  ]48
く補正

“

はいずれも
'米

水分15%に 換算した薇)

栽培に当たっては,適正な施肥を行い収量を確保す

る必要がある。また,い もち病抵抗性は “中"なので

適期防除を行 う。穂発芽性は “やや難"であるが,刈

り遅れに注意 し適期刈 り取 りを励行し高品質米生産に

努める。

いもち痛真性抵抗性推定遺伝子型

葉いもち抵抗性

穂いもち抵抗性

(kg/

対標準比 (%)

千粒重

自

玄米品質

食  味

27 0

上下

上 中

注)標肥区の結果

表 1「 もちむすめ」の特性概要 (育 成地1996～ 2002年 )

項 目
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